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◇
北
陸
同
朋
運
動
推
進
協
議
会
の
第
六
回
総
会
・
研
修
会
開
催 

去
る
四
月
二
十
一
日
（
金
）
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に

於
い
て
北
陸
同
朋
運
動
推
進
協
議
会
の
第
六
回
総
会
・
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。 

こ
の
会
は
、
同
朋
運
動
の
推
進
の
た
め
に
各
教
区
と
の
連
携

と
連
帯
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
富
山
・
高
岡
・
石
川
・

福
井
教
区
の
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
。 

総
会
で
は
、
設
立
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
八
月
二
十
九

日
（
火
）
に
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
を
会
場
に
、
人
権

を
テ
ー
マ
と
し
た
落
語
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
露
の
新
治
さ
ん

（
落
語
家
）
の
、「
人
権

落
語
」
記
念
講
演
会
を

開
催
す
る
こ
と
な
ど

が
報
告
・
承
認
さ
れ

た
。 研

修
会
で
は
、
講
師

の
大
西
聡
さ
ん
（
部
落

解
放
同
盟
中
央
本
部

総
務
部
長
、
中
央
執
行

委
員
）
に
よ
る
、「
部
落

差
別
解
消
法
の
今
日

的
意
義
と
課
題
―
北

陸
の
状
況
を
交
え
て

―
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
が
行
わ
れ
、
積
年

の
課
題
で
あ
っ
た
差

別
を
禁
止
す
る
法
律

「
部
落
差
別
解
消
推

進
法
」（
通
称
：
部
落
差

別
解
消
法
）
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
は
大
き
な

一
歩
で
あ
り
、
運
動
の
成
果
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
違
反

し
た
と
し
て
も
罰
則
規
定
が
な
い
こ
と
な
ど
の
問
題
性
を

指
摘
、
こ
の
法
律
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
に
は

行
政
に
任
せ
き
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
の
働

き
か
け
や
運
動
へ
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
さ
れ

た
。 

 

◇
高
岡
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
結
成
四
十
周
年
記
念
行
事 

来
る
七
月
八
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
（
十
二
時
三
十

分
受
付
開
始
）
よ
り
高
岡
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
結
成
四
十

周
年
記
念
行
事
を
ウ
ィ
ン
グ
・
ウ
ィ
ン
グ
高
岡
４
階
ホ
ー
ル

に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

記
念
講
演
は
、
本
願
寺
派
布
教
使
松
月
博
宣
さ
ん
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
平
高
校
OB
の
方
に
よ
る
麦
屋
節
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。 

参
加
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

各
単
位
仏
壮
ま
た
は
高
岡
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
事
務
局

（
高
岡
教
区
教
務
所
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 高
岡
教
区 
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生きる生活を 

西本願寺高岡会館 

永代経法要のご案内 

下記の通り高岡会館の永代経を勤めます。

お誘いあわせてお参りください。 

日 時：７月２１日（金） 

 日中―午前１０時・逮夜―午後１時半 

法 話：高岡教区布教団布教大会 

日中； 村上昂文氏 

（水波組西養寺） 

    青木哲隆氏 

（新湊組覚円寺） 

逮夜； 福田慶隆氏 

（五位組廣済寺） 

    安達秀憲氏 

（川上組空泉寺） 

※お昼にお斎（お弁当）を準備しておりま

す。午前・午後あわせてお参りください。 

２０１７ 

６月号 
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高岡教区社会問題研修会（公開講座） 

テーマ 薬物依存の実態とその克服に向けて 

講師 林敦也さん （富山ダルク施設長） 

１．日 時 6 月 27 日（火）14 時～15 時 40 分 

２．会 場 西本願寺高岡会館礼拝堂 

３．参加費 無料 

４．主  催 本派矯正教化連盟名古屋管区支部連絡協議会  

趣旨  

浄土真宗本願寺派では、刑務所等の矯正施設の収容者を対象とした宗教教誨活動を行っておりま

す。 

 教誨師は本派矯正教化連盟に所属し、各管区ごと（高岡・富山・石川・福井・岐阜・東海教区

は名古屋管区に所属）に交流や研鑽を目的とした研修交流会を開催しております。 

 現在、覚せい剤に代表される違法薬物・麻薬による汚染は全国的に深刻な問題となっています。

平成 27 年度では覚せい剤取締法違反で収容された受刑者は全受刑者の 27.8％（法務省調べ）

にものぼり、その受刑者のうち 64.5％が再犯であるというように高い再犯率を示すデータもあ

ります（厚生労働省調べ）。 

その更生の大きな妨げとなるのが強い依存性と後遺症です。そこで薬物依存症からの回復の手

助けと社会的自立を目指した活動に取り組んでおられる富山ダルク施設長の林敦也さんをお招

きして、薬物依存症の実態と、その脱却のためには何が重要なのかを、自ら実践しておられる取

り組みをもとにご講義頂き、今後の矯正教化活動の一助としたいと思います。 

また、今回のテーマは教誨師の方々だけでなく、普遍的な社会問題であること、また教誨師と

いう仕事を広く知っていただくという観点から保護司の方々やその他有縁の方々にもご自由に

参加していただく公開講座とさせていただきました。 

ご多忙の折とは存じますが、何とぞ上記趣旨をお汲み取りいただき、ご参加いただきますよう

お願い申し上げます。（詳細・日程は別紙チラシをご覧ください） 

 

 

全戦没者を悼み平和を願うつどい 2017 

テーマ 未 定 

内容  第１部 全戦没者追悼のつどい 第２部 平和を願うつどい 

講師  松井 久子 氏（映画監督） 

日時  ８月９日（水）午後６時３０分～９時３０分 会場 西本願寺高岡会館１Ｆ 礼拝堂 
 

「全戦没者を悼み平和を願うつどい２０１７」では、映画「不思議なクニの憲法」の監督、松井

久子氏をお招きし、講演を行います。また８月５日(土)午後、夕刻と２回に渡り、「不思議な

クニの憲法」の上映会を行います。詳細は次号にてお知らせいたしますが、皆さまのご参集

をお願い申し上げます。 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

本
年
度
教
区
委
員
研
修
会
に
つ
い
て 

 

去
る
五
月
十
七
日
午
後
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
て
、
教
区
委
員
会
委
員
、

同
専
門
委
員
、
組
長
、
組
主
幹
、
組
副
主
幹
を
対
象
と
し
三
十
五
名
参
加
の
も

と
、
恒
例
の
教
区
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
年
は
、
教
区
諸
事
業
の
見
直
し
の
一
環
で
従
来
の
二
日
間
の
日
程
を
あ

ら
た
め
、
初
め
て
の
半
日
日
程
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
研
修
①
「
組
活

動
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」、
研
修
②
「
こ
れ
か
ら
の
『
運
動
』
の
方
向
性

を
考
え
る
―
『
一
〇
年
、
二
〇
年
後
の
日
本
社
会
で
求
め
ら
れ
る
僧
侶
像
・
寺

院
像
答
申
書
』
に
つ
い
て
―
」
の
二
部
構
成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

研
修
①
で
は
、
最
初
に
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
組
が
重
要
。
さ
ら
に
、『
ど
ん

な
チ
ー
ム
な
の
か
？
』
と
い
う
こ
と
、
お
寺
の
寄
り
合
い
、
寺
院
中
心
の
発
想

か
ら
抜
け
出
し
、
外
か
ら
見
て
も
『
運
動
体
と
し
て
の
チ
ー
ム
』
で
あ
る
い
う

こ
と
が
判
る
、
そ
の
こ
と
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と

立
川
証
主
幹
（
川
上
組
）
が
問
題
提
起
を
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
の
話
し
合
い

で
は
、
特
に
組
連
研
の
現
状
や
今
後
の
あ
り
方
な
ど
が
中
心
に
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。 

続
い
て
の
研
修
②
で
は
、
昨
年
末
に
宗
報
誌
上
で
発
表
さ
れ
た
『
一
〇
年
、

二
〇
年
後
の
日
本
社
会
で
求
め
ら
れ
る
僧
侶
像
・
寺
院
像
答
申
書
』
の
内
容
を

元
に
研
修
が
持
た
れ
ま
し
た
。 

問
題
提
起
の
冒
頭
、
津
山
玄
亮
教
区
委
副
委
員
長
か
ら
参
加
者
に
「
こ
の
答

申
書
を
読
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
、
僅
か
数
名
の
方
が

手
を
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
上
で
、
今
後
の
課
題
を
考
え
る
研
修

材
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
と
の
経
緯
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
津
山
副
委
員
長

は
同
答
申
書
で
は
、
様
々
な
外
部
環
境
の
変
化
を
分
析
さ
れ
る
な
か
で
宗
派

の
今
後
の
重
大
な
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
。
そ
の
上
で
「
ま
ず
、

そ
も
そ
も
『
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
』
こ
と
と
『
選
ば
れ
る
』
こ
と
は
同
じ
な

の
で
し
ょ
う
か
？
最
大
多
数
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
と
、
多
様
な
個
の
苦
悩
に

応
え
る
こ
と
は
違
う
し
、
こ
の
内
容
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
宗
門
は
市
場
経
済
原

理
に
基
づ
い
た
新
自
由
主
義
的
な
価
値
観
に
率
先
し
て
合
わ
せ
て
い
く
様
に

し
か
見
え
ま
せ
ん
」「『
感
動
を
与
え
る
法
話
・
儀
礼
』
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
そ
れ
は
育
成
シ
ス
テ
ム
の
変
更
や
厳
格
化
で
可
能
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？
」「
宗
派
の
管
理
と
統
制
の
強
化
は
、
寺
院
・
僧
侶
の
画
一
化
に
つ
な

が
る
の
で
は
？
」
と
問
題
提
起
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
提
起
を
受
け
、
各

参
加
者
の
間
で
活
発
な
協
議
が
行
な
わ
れ
、「
ご
門
徒
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
」「
宗
派
か
ら
私
た
ち
僧
侶
が
全
く
信
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

ご
講
師
の
井
上
慶
永
さ
ん
（
連
研
中
央
講
師
）
は
話
し
合
い
を
受
け
て
、

「『
私
た
ち
は
変
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
』
と
い
う
問
題
意
識
を
『
外
部
の

目
』
を
通
し
て
訴
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
私
た
ち
の
教
団
は

『
本
願
寺
に
と
っ
て
い
い
か
、
悪
い
か
、
と
い
う
と
ら
わ
れ
』
の
中
で
永
く
動

い
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
の
問
題
を
同
朋
運
動
の
な
か
で

学
ん
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
寺
壇
制
度
は
『
支

配
・
被
支
配
』
の
制
度
で
す
。
寺
壇
制
度
が
無
く
な
っ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
新

た
な
『
支
配
・
被
支
配
』
の
構
造
を
作
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
『
教
え
に
た
っ

た
僧
侶
・
寺
院
』
と
い
う
こ
と
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
所
感
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。 

高
岡
教
区
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
推
進
委
員
会
で
は
、
こ
の
数

年
来
、「
こ
れ
か
ら
の
僧
侶
・
寺
院
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
様
々
な
形
で
研
修

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
さ
ら
に
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
た
様
に
感

じ
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
各
組
で
の
研
修
に
繋
げ
運
動
推
進
の
課
題
を
明
確

化
、
共
有
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

【
高
岡
教
区
教
区
主
幹 

浜
野
信
宏
】 
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   ◇これからの日程（６/１９～７/２１）◇  

 ６月 教区・財団行事 教化団体・組行事  
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7 月 
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14 

21 

次期教学財団役員打合せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖典セミナー（第 3回） 

 

 

 

財団理事会・評議員会 

教学研究室 

 

教学研究室公開講座 

「親鸞聖人の実像に学ぶ」 

公開講座② 

 

 

臨時教区会 

 

 

常例法座 

会館永代経 

 

連区門徒推進員連絡協

議会（高岡） 

仏壮第３回実行委員会 

講社役員会 

ヤスクニ委員会 

まことの保育研修会 

ブロック仏青年連絡協

議会（東海） 

寺女役員会 

ヤスクニ学習会 

管区矯正研修会 

富山龍谷教学会議定例 

 

高寿会総会 

 

 

 

 

 

真宗入門講座 

 

仏壮結成４０周年記念

行事 

ヤスクニ学習会 

 

     

     

      

    

【西本願寺高岡会館７月の常例法座】 

ご講師：   旭    勲  氏 

（ 新 潟 教 区 ） 

ご講題：『 私 の た め の 願 い 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

     『みほとけとともに』      
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
  ◎毎 週 土 曜 日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

◎６／24（土）：小池 秀章 氏 

（本願寺派布教使・山口県教證寺衆徒） 

「みんな違って、みんないい」  

□６／25（日）：篠島 敏信 氏 

（高岡教区関野組長楽寺） 

◎７／１（土）：吉村 隆真 氏 

（本願寺派布教使・熊本県良覚寺住職） 

「 「お盆 」は宗 教 的 な反 省 会 」  

◎７／８（土）：吉村 隆真 氏 

（本願寺派布教使・熊本県良覚寺住職） 

「いつまでも支 えてくれる仏 さま」  

□７／９（日）：未  定 

（富山教区） 

◎７／15（土）：前田 至法 氏 

（本願寺派布教使・広島県善法寺住職） 

「未    定 」  

◎７／22（土）：前田 至法 氏 

（本願寺派布教使・広島県善法寺住職） 

「未    定 」  

 

☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 

 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでし

ょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  

一袋二枚入りで価格は次の通り 

 

・特大箱（１７５袋）  ８，３００円 

・大 箱 （３６袋）  ２，３００円 

・１ 組 （１０袋）    ５００円 

 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

Fax.(0766)21-5152      

 


